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件　　名

採択年月 平成26年３月28日趣旨採択 平成26年９月17日趣旨採択

陳情事項

市の
検討結果

理　　由

マンション建設については、西東京市人
にやさしいまちづくり条例の適用を受ける
開発事業であることから、近隣住民に対し
て、丁寧な説明を行うよう事業者に要請い
たします。

東町２丁目に建設される５階建てマンシ
ョンについて、「西東京市人にやさしいまち
づくり条例」に定める開発のあり方から逸
脱するとして、マンションの建設反対、計画
変更を求めるもの。

市内におけるグループホーム整備を進め
るため、引き続き、情報提供等の支援を積極
的に行ってまいります。
その中で、精神障害者対象のグループホ

ームについては、滞在型グループホームを
拡充できるよう、民間事業者に対し、積極的
に働きかけてまいります。

精神障害者が住み慣れた地域で安心して
生活できるために滞在型のグループホー
ム・ケアホームの整備と精神疾患や精神障
害者に対する理解の促進、普及啓発を求め
るもの。

５階建てマンション建設反対、計画変更を
求める陳情

精神障害者が親亡き後も安心して暮らせる
ために滞在型のグループホーム・ケアホー
ムの整備を求める陳情

西東京市人にやさしいまちづくり条例に
おいて、人にやさしいまちづくりは、市民が
安心して安全に暮らせるまちを実現するた
め、市民、事業者及び市の相互の信頼の下に、
協働により行うものとして、基本理念が定
められております。このため、事業者から近
隣住民に対して更に丁寧な説明が必要と考
えられます。

平成26年12月１日趣旨採択

学校校庭から周辺道路への雨水流出につ
いては、教育委員会への流出抑制対策につ
いて引き続き協力を要請しました。

田無第二中学校校庭から流出する雨水に
よる北原町１丁目36番19号から25号、同37
番11号から15号、及び同38番22号から24
号に挟まれた私道、延長約80ⅿ区間の道路
冠水の解消を速やかに進めるよう求めるも
の。

集中豪雨による道路冠水の解消に関する陳
情

当該地域では、平成16年３月に陳情第５
号として「集中豪雨等による道路の冠水災
害の解消に関する陳情」として提出され採
択となっております。
その後、平成17年度～平成18年度にかけ

て対策を実施しておりますが、近年の異常
気象における集中豪雨により学校校庭から
の雨水流出による道路冠水が発生しました。
そのため、今年度既に教育委員会におい

て一定の対応を行っておりますが、学校校
庭からの雨水流出抑制については、引き続
き経過観察を行い必要に応じた対応が求め
られております。

平成26年９月17日採択

市内のバス停については、バス事業者に
対し、上屋及びベンチの設置に可能な限り
配慮いただけるよう文書により要望しまし
た。

「谷戸新道の西武バス停に屋根とベンチ
の設置」を実現するために、西東京市から西
武バスに市民からの要望の提出を求めるも
の。

谷戸新道の西武バス停に屋根とベンチの設
置を市として、西武バスに要望することに
関する陳情

西東京市交通計画の中で、誰もが便利に
移動できる安全・安心な交通まちづくりを
基本理念とし、今後取り組むべき交通施策
の一つとして、バス交通の利便性の向上を
目指すこととしております。

西東京市障害者基本計画（平成26年度～
平成35年度）で、次のとおり位置付けてお
ります。
「何らかの支援を必要とする障害者が少
人数で居住する形態であるグループホーム
等は、障害のある人の地域生活支援の社会
資源として重要であり、民間法人による新
規参入を誘致するため、情報提供等の支援
を積極的に行っていきます。
なお、精神障害者のグループホームにつ

いては、通過型だけではなく滞在型の充実
についても検討します。」

質
問　
12
月
23
日
に
行
わ
れ
る

リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
つ
い

て
伺
う
。

答
弁　
多
摩
北
部
圏
域
５
市
の

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
参
加
機

会
の
提
供
、
健
康
増
進
や
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
向
け
た
気
運

醸
成
を
目
的
と
し
て
開
催
す
る
。

質
問　
市
の
農
政
に
つ
い
て
伺

う
。

答
弁　
第
２
次
農
業
振
興
計
画

に
基
づ
く
施
策
と
国
が
策
定
す

る
基
本
計
画
と
の
検
証
を
行
い
、

農
業
の
担
い
手
や
農
地
保
全
等

の
各
課
題
に
取
り
組
む
。

意
見　
農
地
を
残
す
に
は
、
農

機
具
の
小
屋
や
作
業
場
が
あ
る

土
地
の
固
定
資
産
税
を
市
長
判

断
で
考
慮
す
べ
き
と
考
え
る
。

質
問　
西
原
町
の
郷
土
資
料
室

は
、
下
野
谷
遺
跡
な
ど
の
素
晴

ら
し
い
歴
史
的
遺
物
等
が
展
示

さ
れ
て
い
る
が
、
施
設
整
備
や

他
施
設
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　
平
成
27
年
度
は
空
調
の

設
置
を
予
定
。
市
の
文
化
財
を

出
前
講
座
の
メ
ニ
ュ
ー
と
し
た

ほ
か
、
多
摩
六
都
科
学
館
や
西

原
自
然
公
園
を
一
つ
の
エ
リ
ア

と
し
て
、
郷
土
資
料
室
の
利
用

促
進
を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、

６
月
に
は
多
摩
六
都
科
学
館
で

ミ
ニ
企
画
展
が
行
わ
れ
た
。

意
見　
遺
跡
周
辺
に
博
物
館
や

資
料
室
を
つ
く
る
べ
き
と
考
え

る
。ま
た
そ
こ
を
中
心
と
し
て

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
や
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、市
の

魅
力
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

質
問　
合
併
時
、
１
千
354
人
の

職
員
に
対
し
て
、
平
成
26
年
に

は
981
人
と
373
人
削
減
し
た
。
人

口
は
当
時
よ
り
も
増
加
し
て
い

る
。
職
員
の
負
担
増
で
は
。

市
長　
経
費
削
減
で
は
な
く
適

正
配
分
の
視
点
か
ら
の
定
員
管

理
に
転
換
し
、
必
要
な
人
材
確

保
に
取
り
組
む
。

質
問　

が
ん
検
診
は
、
胃
・

肺
・
大
腸
・
乳
・
子
宮
・
喉

頭
・
前
立
腺
は
無
料
で
あ
る
が
、

行
革
プ
ラ
ン
で
は
、
受
益
者
負

担
の
適
正
化
が
検
討
項
目
に
あ

る
。
検
診
を
有
料
化
す
る
の
か
。

市
長　
喉
頭
・
前
立
腺
が
ん
検

診
の
有
料
化
に
つ
い
て
は
総
合

的
に
判
断
す
る
。

質
問　
田
無
の
会
た
ん
ぽ
ぽ
で

起
き
た
障
害
者
へ
の
暴
力
事
件

に
つ
い
て
市
の
対
応
は
。

市
長　
東
京
都
と
連
動
し
て
適

正
に
対
処
す
る
。

質
問　
５
月
に
空
き
家
特
措
法

が
全
面
施
行
さ
れ
た
が
、
市
民

か
ら
の
相
談
件
数
は
。
ま
た
、

組
織
体
制
の
状
況
は
。

市
長　
施
行
後
、
苦
情
・
相
談

は
17
件
あ
っ
た
。
組
織
体
制
、

予
算
措
置
は
、
検
討
を
進
め
る
。

質
問　
職
員
昇
任
制
度
は
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
・
組
織
力
の
向
上

を
目
指
す
も
の
と
解
し
て
い
る

が
、
課
長
補
佐
は
今
ま
で
の
経

験
年
数
２
年
か
ら
１
年
で
昇
格

で
き
る
。
質
の
低
下
に
な
る
の

で
は
。

市
長　
副
市
長
、
部
長
が
講
師

と
な
り
、
実
践
的
な
研
修
等
を

実
施
し
て
い
る
。

質
問　
新
市
誕
生
後
、
残
る
課

題
に
つ
い
て
市
長
の
抱
負
は
。

答
弁　
真
の
健
康
都
市
の
実
現

に
向
け
て
取
り
組
む
。

質
問　
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に

や
っ
て
く
る
。

答
弁　
市
民
一
人
一
人
の
防
災

意
識
の
向
上
に
つ
な
げ
る
。

質
問　
防
犯
カ
メ
ラ
は
犯
罪
の

抑
止
や
解
決
に
有
効
だ
。

答
弁　
地
域
の
安
全
対
策
の
強

化
に
つ
い
て
調
査
研
究
し
た
い
。

質
問　
自
転
車
事
故
が
多
発
し

て
い
る
。
安
全
走
行
の
Ｐ
Ｒ
は
。

答
弁　
市
報
９
月
15
日
号
の
１

面
を
使
い
、
改
正
さ
れ
た
道
路

交
通
法
を
Ｐ
Ｒ
す
る
。

質
問　
市
道
224
号
線
の
改
良
工

事
が
年
度
内
に
終
わ
る
。
信
号

機
の
設
置
、
一
方
通
行
の
解
除

な
ど
具
体
化
せ
よ
。

答
弁　
工
事
完
了
後
に
田
無
警

察
署
に
改
め
て
要
望
す
る
。

質
問　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
よ

る
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
対
応
を

市
内
全
て
の
施
設
に
拡
充
せ
よ
。

答
弁　
私
立
施
設
が
昭
和
病
院

と
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
開
設
す
る

た
め
の
協
力
を
し
て
い
く
。

質
問　
小
中
学
生
の
モ
ラ
ル
教

育
、
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
な
い

た
め
の
生
活
指
導
は
。

答
弁　
夏
季
休
業
日
や
そ
の
前

後
は
問
題
行
動
が
顕
在
化
し
や

す
い
。
家
庭
や
地
域
と
連
携
し

た
健
全
育
成
の
必
要
性
を
周
知

す
る
と
と
も
に
、
心
の
教
育
の

充
実
、
家
庭
へ
の
啓
発
を
図
る
。

意
見　
人
口
急
増
地
域
に
交
番

を
誘
致
し
安
全
安
心
を
備
え
よ
。

＊
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ（
ワ
イ
フ
ァ
イ
）

無
線
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接

続
す
る
技
術
。

＊
Ｋ
Ｄ
Ｂ（
国
保
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
シ
ス
テ
ム
）

国
保
保
険
者
や
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
に
お
け
る
保
健

事
業
の
計
画
の
作
成
や
実
施
を

支
援
す
る
た
め
、国
保
連
合
会

が「
健
診・保
健
指
導
」、「
医
療
」、

「
介
護
」の
各
種
デ
ー
タ
を
利
活

用
し
て
、統
計
情
報
・
個
人
の
健

康
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
作
成
す

る
シ
ス
テ
ム
。

＊
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

感
震
器
で
検
知
し
た
地
震
信

号
が
設
定
し
た
値
を
超
え
た
と

き
に
、配
線
用
ブ
レ
ー
カ
ー
、ま

た
は
漏
電
ブ
レ
ー
カ
ー
等
を
遮

断
す
る
信
号
を
出
す
こ
と
で
電

気
を
自
動
遮
断
す
る
機
器
・
シ

ス
テ
ム
。

＊
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ

保
護
者
が
仕
事
な
ど
の
理
由

に
よ
り
平
日
の
夜
間
ま
た
は
休

日
に
不
在
と
な
り
、家
庭
に
お

い
て
児
童
を
養
育
す
る
こ
と
が

困
難
な
場
合
な
ど
に
、児
童
養

護
施
設
、母
子
生
活
支
援
施
設
、

乳
児
院
、保
育
所
な
ど
に
お
い

て
預
か
る
制
度
。

＊
Ｓ
Ｎ
Ｓ（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
を
促
進
・
支

援
す
る
会
員
制
サ
ー
ビ
ス
。代

表
的
な
も
の
と
し
て
、Tw

itter

（
ツ
イ
ッ
タ
ー
）やFacebook

（
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
）な
ど
が
あ

る
。

＊
リ
ー
サ
ス（
地
域
経
済
分
析

シ
ス
テ
ム
）

内
閣
官
房
及
び
経
済
産
業
省

が
提
供
す
る
産
業
構
造
や
人
口

動
態
、人
の
流
れ
な
ど
に
関
す

る
官
民
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
集

約
し
、可
視
化
す
る
シ
ス
テ
ム
。

一般質問 (5)、用語の解説、議会NEWS ①

リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
に
つ
い
て

市
農
政
、
郷
土
資
料
室
に
つ
い
て小林

　
た
つ
や
（
自
民
）

丸
山
市
長
は
指
導
力
を
発
揮
し
て

納
税
者
の
声
を
生
か
せ

浅
野
　
髙
司
（
自
民
）

人
口
急
増
地
域
に
交
番
の
誘
致
を

通
学
路
に
防
犯
カ
メ
ラ
で
犯
罪
防
止
を

遠
藤
　
源
太
郎
（
自
民
）

用
語
の
解
説

市議会で採択された請願・陳情については、市長や教育長に送付され、その後の検討経過を市議会に報告する
こととなっています。
ここでは平成26年中に採択または趣旨採択された６件のうち、４件について市からの報告をお知らせします。
その他２件については、議会だより第65号（平成27年５月15日発行）に掲載しています。

議会 NEWS ①
採択された陳情への市の対応

平成27年11月15日　 発行 第67号 （６）

西東京市


